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【要　旨】本稿は、全国教職大学院学生意識調査の調査データにもとづき、教職大学院の学生を学部新卒者
と現職教員に分け、インプット要因としての進学目的の積極性と、スループット要因としての正課外学習の
多寡がアウトカムとしての能力獲得の度合いを高めると仮定し、その枠組みにもとづいて３者の関連につい
て分析することを目的とする。そのため本稿では、はじめに、学部新卒者と現職教員で各変数の回答傾向に
どの程度違いがあるかを示す。次にそれをふまえ進学目的、正課外学習の多寡、能力獲得の３者それぞれの
組み合わせについてクロス集計とχ２検定をおこなった。また、３者の関連を調べるため３重クロス集計と
χ２検定をおこなった。分析から、学部新卒者、現職教員ともに積極的な進学目的を持つことが能力獲得と
一定の関連を持つことがわかった。さらに、積極的な進学目的を持つことがとりわけ学部新卒者において正
課外の学習の多寡と関連すること、正課外の学習の多寡が能力獲得に関連することがわかった。３重クロス
集計の結果からは、学部新卒者、現職教員ともに積極的な進学目的を持つことで正課外学習をともなって能
力を獲得することがわかったが、同時に進学目的の有無にかかわらず正課外学習を多くおこなうことで能力
獲得にいたる場合もみられた。さらに、学部新卒者は授業力を獲得しやすい傾向にあるのに対し、現職教員
は学校経営力や汎用的技能を獲得しやすい傾向にあった。教職大学院における学部新卒者の学びがもっとも
教員の職務において本質的と考えられる実務能力としての授業力である一方、現職教員における学びは教育
や学校をより包括的にとらえたものであることがうかがえ、現職教員にとっての教職大学院が「学び直し」
の要素を持っている可能性があることがうかがえた。
１．問題の所在
　本稿は、教職大学院において学生がどのような能力を獲得するかを分析することを目的とす
る。専門職大学院制度の一環として教職大学院が2008年に開設された。中央教育審議会によって
2006年７月11日に発された答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」では、大学院段
階で養成されるより高度な専門的職業能力を備えた人材の育成が目指されることが記され、そう
した趨勢にもとづいて、教職大学院は「学部段階での資質能力を修得した者の中から、さらによ
り実践的な指導力・展開力を備え、新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員の養成」
（文部科学省2006）、「現職教員を対象に、地域や学校における指導的役割を果たし得る教員等と
して不可欠な確かな指導理論と優れた実践力・応用力を備えたスクールリーダーの養成」（文部
科学省2006）の２点を目的として開設された。
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　しかしこれまで、教職大学院における学習成果の検証は、設立から2008年の設立から５年が経
過したが充分におこなわれているとは言いがたい。たとえば群馬大学における新藤慶ら（2013）、
静岡大学における石田純夫ら（2011）、北海道教育大学における玉井康之ら（2011）などがある
ものの、その成果に関する全国的な規模での調査研究はおこなわれておらず、個別の大学院によ
る調査からしかそれを確認する手段はない。
　一方、大学教育の成果に関する研究に目を移すと、アメリカ合衆国におけるカレッジ・インパ
クト研究にもとづき、日本でも大学生の学習成果に関する研究が発展しつつある。たとえば学問
的知識と汎用的技能の獲得に教育プログラムと学生の教育へのインボルブメントが重要な役割を
果たすことを指摘した小方直幸（2008）、大学生の学習時間から大学ごとに学習行動が異なり、
獲得する能力の違いには大学の授業特性が影響することを指摘した両角亜希子（2009）、学生の
タイプよって能力獲得の傾向が異なることを指摘した溝上慎一（2009）、授業関連学習が能力獲
得に関連し、長時間の授業出席が必ずしも学習成果を高めるわけではないことを指摘した谷村英
洋（2009）、汎用的技能が授業をはじめとするトータルな学びのなかで得られることを指摘した
山田剛史ら（2010）、能力獲得において学生の学習動機や意欲が大きな影響を持ち、それととも
に授業形態の工夫によって学生に意欲を持たせることが学習成果の向上に寄与することを指摘し
た金子元久（2012）などがあげられる。しかし、これらは学部段階の学生の学習成果を対象とし
たものであり、専門的知識よりも汎用的技能に焦点を当てたものも多く、その知見を大学院生の
学習成果にも援用することは難しい。そこで、本稿では、「全国教職大学院学生意識調査」のデー
タを利用して、教職大学院の学生が大学院での学生生活を通じてどのような能力を獲得するのか
に焦点をあてる。
２．使用するデータと分析枠組み
　既述のように、本稿では全国教職大学院学生意識調査のデータを利用する。本調査は、2012年
11月25日から12月28日にかけて全国に25校ある教職大学院のうちの20校の学生に対しておこなわ
れたアンケート調査である。調査票の配布は学生への手渡しのほか、地理的制約のある箇所では
機関に郵送し配布を依頼した。回収は郵送回収とし、配布数1,397通のうち回収数は535通（回収
率38.3％）であった。
　本稿は、この調査から得られたデータにもとづき、学生の能力獲得という結果に着目し、その
原因がなんであるかについて分析する。本稿では先行研究における分析枠組みから、能力獲得に
いたる原因が進学目的というインプット要因、正課外学習というスループット要因にあると考
え、図１に示した分析枠組みを作成した。それにもとづき教職大学院への進学目的、正課外学習
の多寡が能力獲得の度合いにどの程度関連を持つかを分析する。なお、本稿では正課の学習では
なく正課外学習に着目するが、それは本調査で得られたデータからは授業への出席や課題へのと
りくみといった正課の学習に対して大半の学生が積極的であり差がつかないと判断したためであ
り、正課の学習に積極的にとりくむことは大学院生にとってあたりまえであり、学習面で差異を
生むのは正課にかかわらない時間でのそれだと考えたためである。また、進学目的、正課外学習
の多寡、能力獲得の３者の関係についても分析する。なお、教職大学院はその理念として、実践
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図１：本稿の分析枠組み
教職大学院で何を獲得するのか？　全国教職大学院学生意識調査にみる学生の進学目的と
正課外学習の多寡、能力獲得の関連
的な指導力・展開力を備えた新人教員の養成と指導的役割を果たし得る現職教員の養成という２
つのタイプの学生を対象として設立されており、その２つのタイプは理念上あるいは制度上の区
別にとどまらず、これから教員採用試験等を経て教員として就職する者とすでに実務経験を持つ
者という点で年齢ばかりでなく境遇や立場においても大きく異なる。そこで本稿ではそうした学
生の境遇や立場の違いが教職大学院での学びと能力獲得に差をもたらすと仮定し、学生を学部新
卒者と現職教員に分けて分析する。なお、本稿で分析の対象となった学生の人数や所属、タイプ
は以下の表１のようになる。
表１：各大学院の学生数
大学院名 学部新卒者 現職教員 合計
北海道教育 17 14 31
宮城教育 6 16 22
山形 3 4 7
群馬 4 14 18
上越教育 32 35 67
東京学芸 12 7 19
聖徳 10 7 17
創価 4 2 6
玉川 19 8 27
帝京 23 8 31
山梨 9 12 21
早稲田 26 4 30
愛知教育 12 12 24
常葉学園 19 6 25
京都教育 42 6 48
岡山 18 12 30
鳴門教育 9 41 50
長崎 22 7 29
宮崎 24 6 30
合計 311 221 532
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３．教職大学院の学生の傾向
　本稿では、既述のように、教職大学院の学生を学部新卒者と現職教員に分けて分析するが、こ
れらについて、進学目的と能力獲得については４件法によって、正課外学習については６件法で
問うたが、ともに２件尺度に置き換えて分析する。
３．１．教職大学院への進学目的
　本稿では、学部新卒者特有の進学目的として「もう少し学生のままでいたかった」、現職教員
特有の進学目的として「現場で感じるストレスから解放されたかった」を、両者に共通する進学
目的として「なんとなく自分の現状を変えたかった」、「同じ目的を持つ友人を得るため」、「指導
を受けたい教員がいたから」、「より高い役職に就くため」を用いる。各項目において学部新卒者
および現職教員が身についたと答えた度数分布は表２から７のようになる。
表２：もう少し学生のままでいたかった（学部新卒者のみ）
あてはまる あてはまらない 合計 （n）
学部新卒者 49.4 50.6 100.0 （310）
表３：現場で感じるストレスから解放されたかった（現職教員のみ）
あてはまる あてはまらない 合計 （n）
現職教員 43.6 56.4 100.0 （218）
表４：なんとなく自分の現状を変えたかった
あてはまる あてはまらない 合計 （n）
学部新卒者 56.3 43.7 100.0 （309）
現職教員 65.3 34.7 100.0 （219）
表５：同じ目的を持つ友人を得るため
あてはまる あてはまらない 合計 （n）
学部新卒者 36.5 63.5 100.0 （310）
現職教員 29.7 70.3 100.0 （219）
表６：指導を受けたい教員がいたから
あてはまる あてはまらない 合計 （n）
学部新卒者 34.2 65.8 100.0 （310）
現職教員 28.9 71.1 100.0 （219）
表７：より高い役職に就くため
あてはまる あてはまらない 合計 （n）
学部新卒者 13.9 86.1 100.0 （310）
現職教員 13.2 86.8 100.0 （219）
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３．２．教職大学院での能力獲得
　本稿では、教職大学院で獲得した能力として、教員として授業をおこなう際に求められると考
えられる能力である「教科の専門知識」と「授業を展開していく技術（発問、机間巡視など）」
を、学校経営に求められる能力である「教員組織を統率する方法」を利用する。また、先行研究
の知見にもとづき大学院教育と汎用的な能力の獲得がどの程度関連を持つかについて分析するた
め「社会全体が直面する様々な問題の理解」を利用する。各項目において学部新卒者および現職
教員が身についたと答えた割合は表８から11のようになる。学部新卒者において「教員組織を統
率する方法」を身につける学生の割合は現職教員に比べ著しく低く、彼らにとってこの能力は大
学院教育を通じて実感のわきにくいものであることがうかがえる。
表８：教科の専門知識
身についた 身につかず 合計 （n）
学部新卒者 62.3 37.7 100.0 （308）
現職教員 65.0 35.0 100.0 （220）
表９：授業を展開していく技術（発問、机間巡視など）
身についた 身につかず 合計 （n）
学部新卒者 79.5 20.5 100.0 （308）
現職教員 65.9 34.1 100.0 （220）
表10：教員組織を統率する方法
身についた 身につかず 合計 （n）
学部新卒者 26.3 73.7 100.0 （308）
現職教員 74.1 25.9 100.0 （220）
表11：社会全体が直面する様々な問題の理解
身についた 身につかず 合計 （n）
学部新卒者 62.2 37.8 100.0 （307）
現職教員 75.0 25.0 100.0 （220）
３．３．教職大学院在学中の正課外学習の多寡
　本稿では、正課外学習として「専門書を読む」、「読書会や勉強会に参加する」、「セミナーやシ
ンポジウムに参加する」を利用する。各項目において学部新卒者および現職教員が身についたと
答えた割合は表12から14のようになる。
表12：専門書を読む
よくする（週に１度以上） あまりしない（週に１度未満） 合計 （n）
学部新卒者 44.5 55.5 100.0 （310）
現職教員 59.3 40.7 100.0 （221）
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表15：学部新卒者における進学目的と能力獲得の関連
教科の専門知識
授業を展開して
いく技術
教員組織を統率
する方法
社会全体が直面する
様々な問題の理解
もう少し学生のままでいたかった
なんとなく自分の現状を変えたかった
同じ目的を持つ友人を得るため † ＊
指導を受けたい教員がいたから ＊＊ ＊ ＊
より高い役職に就くため ＊ ＊ ＊
＊ p ＜ .05，＊＊ p ＜ .01， † p ＜ .１　
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表13：読書会や勉強会に参加する
よくする（月に１度以上） あまりしない（月に１度未満） 合計 （n）
学部新卒者 57.5 42.5 100.0 （308）
現職教員 49.3 50.7 100.0 （219）
表14：セミナーやシンポジウムに参加する
よくする（月に１度以上） あまりしない（月に１度未満） 合計 （n）
学部新卒者 42.1 57.9 100.0 （309）
現職教員 41.6 58.4 100.0 （221）
４．教職大学院の学生の能力獲得
　本節では、先に示した分析枠組にもとづいて、教職大学院への進学目的と学習行動、能力獲得
の関連について分析する。はじめに、図１に示した分析枠組みの図中①、進学目的と能力獲得の
度合いの関連について分析する。次に、図中②、進学目的と正課外学習の多寡の関連について分
析する。次に、図中③、正課外学習の多寡と能力獲得の度合いの関連について分析する。最後に、
図中④、進学目的、正課外学習の多寡、能力獲得の度合いの３者の関連を分析する。
４．１．進学目的と能力獲得
　図中①の仮説を検証するため、進学目的と能力を利用して学部新卒者における進学目的と能力
獲得についてクロス集計とχ２検定をおこない、その関連を一覧表にしたものが表15である。な
お、いずれの組み合わせも正課外学習をともなうほうが能力獲得の度合いが高い。
　「もう少し学生のままでいたかった」と「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学
目的の有無はいずれの能力に対しても関連を持たない。このことから、「もう少し学生のままで
いたかった」はポジティブに「大学院でもっと学習を深めたい」と解釈することもできるし、ネ
ガティブに「モラトリアム志向」と解釈することもできるが、どちらであれその目的の有無だけ
では能力獲得には関連しない。「なんとなく自分の現状を変えたかった」についても同様に、ポ
ジティブに「今のままの自分ではいけない」と解釈することもできるし、ネガティブに「気分転
換」と解釈することもできるが、どちらであれその目的の有無だけでは能力獲得には関連しない。
　「同じ目的を持つ友人を得るため」という進学目的は「授業を展開していく技術（発問、机間
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巡視など）」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」と関連し、教員の実務に就くにあたりこ
れから教員採用試験等を経て教員として就職していく学部新卒者にとって教職大学院で仲間を見
つけ互いの能力を高め合いたいと望むことが、能力の獲得に関連している。
　「指導を受けたい教員がいたから」という進学目的は「教科の専門知識」、「教員組織を統率す
る方法」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」と関連し、教職大学院に入学するにあたって
指導を希望する教員となんらかの接触を持つなど事前の下調べをよくおこない、何を学びたいか
明確にしていることが能力の獲得に関連している。
　「より高い役職に就くため」という進学目的は、「教科の専門知識」、「授業を展開していく能力
（発問・机間巡視など）」、「教員組織を統率する方法」と関連し、ただ出世を希望するのではなく
教職大学院に通ったからには学部卒業者とは異なる能力を身につけた人材として授業においても
学校経営においても卓抜した存在になっていきたいと考えることが能力の獲得に関連している。
　一方、現職教員における進学目的と能力獲得についてクロス集計とχ２検定をおこない、その
関連を一覧表にしたものが表16である。なお、いずれの組み合わせも正課外学習をともなうほう
が能力獲得の度合いが高い。
　「現場で感じるストレスから解放されたかった」、「なんとなく自分の現状を変えたかった」、「同
じ目的を持つ友人を得るため」という進学目的の有無はいずれの能力に対しても関連しない。こ
のことから、「現場で感じるストレスから解放されたかった」はネガティブな進学目的と考えら
れるが、仮に進学目的がそうだったとしても大学院での学習態度までネガティブになることはな
く、その目的の有無だけでは能力獲得には関連しない。「なんとなく自分の現状を変えたかった」
も学部新卒者と同様にネガティブにとらえることもポジティブにとらえることもできるがその目
的の有無だけでは能力獲得には関連しない。「同じ目的を持つ友人を得るため」はこれから教員
採用試験等を経て教員として就職していく学部新卒者と異なり、現職教員は教職大学院で積極的
に友人や仲間を見出そうとするかどうかが能力獲得には関連しない。
　「指導を受けたい教員がいたから」という進学目的は「教科の専門知識」、「社会全体が直面す
る様々な問題の理解」と関連し、学部新卒者と同様に教職大学院に入学するにあたって指導を希
望する教員となんらかの接触を持つなど事前の下調べをよくおこない、何を学びたいか明確にし
ていることが、能力の獲得に関連している。
　「より高い役職に就くため」という進学目的は「授業を展開していく技術（発問・机間巡視など）」、
「教員組織を統率する方法」と関連し、より高い指導的な役職に就くために能力を高めようとしている。
表16：現職教員における進学目的と能力獲得の関連
教科の専門知識
授業を展開して
いく技術
教員組織を統率
する方法
社会全体が直面する
様々な問題の理解
現場で感じるストレスから解放されたかった
なんとなく自分の現状を変えたかった
同じ目的を持つ友人を得るため
指導を受けたい教員がいたから ＊＊ ＊ †
より高い役職に就くため † ＊
＊ p ＜ .05，＊＊ p ＜ .01， † p ＜ .１　
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表17：学部新卒者における進学目的と正課外学習の関連
専門書を読む
読書会や勉強会に
参加する
セミナーやシンポジウム
に参加する
もう少し学生のままでいたかった
なんとなく自分の現状を変えたかった ＊
同じ目的を持つ友人を得るため ＊ ＊
指導を受けたい教員がいたから ＊ ＊＊＊ ＊＊＊
より高い役職に就くため ＊ † ＊＊
＊ p ＜ .05， ＊＊ p ＜ .01， ＊＊＊ p ＜ .001， †p ＜ .１　
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４．２．進学目的と正課外学習
　図中②の仮説を検証するため、先に示した進学目的と正課外学習を利用して学部新卒者におけ
る進学目的と正課外学習についてクロス集計とχ２検定をおこない、その関連を一覧表にしたも
のが表17である。なお、すべての組み合わせにおいて進学目的を持つほうが能力獲得の度合いが
高かった。
　「もう少し学生のままでいたかった」という進学目的の有無はいずれの正課外学習にも関連し
ない。先にも述べたように、この進学目的はポジティブにもネガティブにもとらえられるが、仮
にネガティブに「モラトリアム志向」としてこの進学目的をとらえたとしても、それだけで正課
外の学習行動も少なくなることはない。
　「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学目的は「セミナーやシンポジウムに参加
する」と関連している。この進学目的もポジティブにもネガティブにもとらえられるが、この進
学目的を持つことですべての行動ではないものの積極的に行動をおこなうことがわかり、いずれ
ととらえるにせよ学部新卒者は現在の自身の現状を変えようとしている。学部新卒者らが教員と
して職務を全うすることへの不安を感じていることを明らかにした御手洗明佳ら（2012）の知見
からも、この進学目的は彼らにとってポジティブなものととらえられていると言えるだろう。
　「同じ目的を持つ友人を得るため」という進学目的は「読書会や勉強会に参加する」、「セミナー
やシンポジウムに参加する」と関連している。この目的を持つ学部新卒者は教職大学院を修了し
教員採用試験等を経て教員として就職することを迎えるうえで仲間と自発的な学習機会を利用し
たり、セミナーやシンポジウムへ参加したりすることで相互に高め合おうとしていると推測され
る。
　「指導を受けたい教員がいる」と「より高い役職に就くため」はすべての学習行動に関連して
いる。教職大学院への入学にあたってよく下調べをおこない、何を学びたいか明確な学生はその
ために積極的に正課外学習も多くおこなっている。また、将来的により高い役職を目指す学生も、
そのために積極的に正課外学習をおこなっている。
　これらのことから、学部新卒者において、明確でポジティブな進学目的を持つことが正課外学
習の多寡と一定の関連を持っている。
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　一方、現職教員における進学目的と正課外学習についてクロス集計とχ２検定をおこない、そ
の関連を一覧表にしたものが表18である。網掛け部を除き、明確な進学目的を持つほうが能力獲
得の度合いが高い。
　「現場で感じるストレスから解放されたかった」、「同じ目的を持つ友人を得るため」、「より高
い役職に就くため」という進学目的はいずれの正課外学習とも関連していない。
　「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学目的は「読書会や勉強会に参加する」と
関連している。この進学目的はポジティブなものともネガティブなものとも考えられるが、この
組み合わせにおいて現職教員は「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学目的をネガ
ティブなものととらえていることがうかがえる。
　「指導を受けたい教員がいたから」という進学目的は「読書会や勉強会に参加する」と関連し
ている。このことからポジティブな進学目的を持つことで現職教員が正課外学習を多くおこなっ
ている。
　しかし、「なんとなく自分の現状を変えたかった」、「指導を受けたい教員がいたから」で関連
を持つものがあったものの、現職教員において、明確な進学目的の有無は学部新卒者と比べ正課
外学習の多寡と関連していない。
表18：現職教員における進学目的と正課外学習の関連
専門書を読む
読書会や勉強会に
参加する
セミナーやシンポジウム
に参加する
現場で感じるストレスから解放されたかった
なんとなく自分の現状を変えたかった †
同じ目的を持つ友人を得るため
指導を受けたい教員がいたから ＊＊
より高い役職に就くため
＊＊ p ＜ .01， † p ＜ .１　
４．３．正課外学習と能力獲得
　図中③の仮説を検証するため、先に示した正課外学習と能力を利用して学部新卒者における正
課外学習と能力獲得についてクロス集計とχ２検定をおこない、その関連を一覧表にしたものが
表19である。「専門書を読む」は「教科の専門知識」、「教員組織を統率する方法」と関連している。
「読書会や勉強会に参加する」は「教科の専門知識」、「授業を展開していく技術（発問、机間巡
視など）」、「教員組織を統率する方法」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」と関連してい
る。「セミナーやシンポジウムに参加する」は「教科の専門知識」と「授業を展開していく技術（発
問、机間巡視など）」と関連している。
　一方、現職教員における正課外学習と能力獲得についてクロス集計とχ２検定をおこない、そ
の関連を一覧表にしたものが表20である。「専門書を読む」はいずれの能力とも関連を持たず、
「読書会や勉強会に参加する」は「教員組織を統率する方法」と関連している。「セミナーやシン
ポジウムに参加する」は「社会全体が直面する様々な問題の理解」に関連している。
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表19：学部新卒者における正課外学習と能力獲得の関連
教科の専門知識
授業を展開して
いく技術
教員組織を統率
する方法
社会全体が直面する
様々な問題の理解
専門書を読む ＊ ＊
読書会や勉強会に参加する ＊ † † †
セミナーやシンポジウム
に参加する
＊ ＊
＊ p ＜ .05， † p ＜ .１　
表20：現職教員における正課外学習と能力獲得の関連
教科の専門知識
授業を展開して
いく技術
教員組織を統率
する方法
社会全体が直面する
様々な問題の理解
専門書を読む
読書会や勉強会に参加する †
セミナーやシンポジウム
に参加する
＊ ＊ ＊
＊ p ＜ .05， † p ＜ .１　
　これまで、図１に示した分析枠組みにもとづき、学生を学部新卒者と現職教員とに分けたうえ
で進学目的と能力獲得の関連（図中仮説①）、進学目的と正課外学習の関連（図中仮説②）、正課
外学習と能力獲得の関連（図中仮説③）について分析した。詳細な関連の組み合わせは既に述べ
た通りであるが、学部新卒者と現職教員を比較すると、学部新卒者は現職教員より関連のある組
み合わせが多いことがわかる。学部新卒者は進学目的がポジティブかつ明確なことで、能力獲得
にいたりやすいことがうかがえる。また、それらの進学目的を持つことで正課外学習が多くなり、
一連の正課外学習をおこなうことで能力獲得にいたっていることもうかがえる。一方、現職教員
では、学部新卒者のように明確に能力獲得の経路が見えにくく、能力獲得の度合いが高いなか、
その獲得の経路が見えにくいのは現職教員が能力ととらえるものが学部新卒者より複雑かつ多面
的に構成されていると考えられる。また、現職教員における教職大学院が「学び直し」である可
能性を考慮すれば、彼らにとっての能力が個別化された明確なものではなく職業生活を包括した
ものである可能性も想定できる。現職教員における能力とその獲得プロセスの詳細は今後の研究
を待つ必要があるだろう。
４．４．進学目的、正課外学習と能力獲得
　図中④の仮説を検証するため、先に示した進学目的、正課外学習、能力を用いて学部新卒者に
おける進学目的、正課外学習と能力獲得について３重クロス集計とχ２検定をおこない、その関
連を一覧表にしたものが表21および21である。なお、有意差のあるすべての組み合わせにおいて、
正課外学習をともなうほうが能力獲得の度合いが高かったため、両表において正課外学習をしな
いという回答については図の煩雑化を避けるため省略した。また、能力について「教科の専門知
識」を「教科知識」、「授業を展開していく技術」を「授業展開」、「教員組織を統率する方法」を
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「教員組織統率」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」を「社会問題」と略記した。
　表21より、学部新卒者において、「もう少し学生のままでいたかった」という進学目的を持つ
学生は本稿で選択した３種の正課外学習をともなって能力（「教科の専門知識」、「教員組織を統
率する方法」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」）を獲得している。また、その進学目的
を持たない学生も本稿で選択した３種の正課外学習をともなって能力（「許可の専門知識」、「授
業を展開していく技術（発問、机間巡視など）」）を獲得している。このことから、「もう少し学
生のままでいたかった」という進学目的をポジティブなものとして「大学院でもっと学習を深め
たい」ととらえ、正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合もある一方、ネガティブなもの
として「モラトリアム志向」ととらえても学習行動によって能力獲得にいたる場合もあることが
うかがえる。
　「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学目的を持つ学生は正課外学習（「読書会や
勉強会に参加する」、「セミナーやシンポジウムに参加する」）をともなって能力（「教科の専門知
識」）を獲得している。また、その進学目的を持たない学生も本稿で選択した正課外学習３種を
ともなって能力（「教科の専門知識」、「授業を展開していく技術」、「教員組織を統率する方法」）
を獲得している。このことから、「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学目的は持っ
ていないほうが能力と関連する項目数は多いものの、それをポジティブなものとして「今のまま
の自分ではいけない」としてとらえ、正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合もある一方
で、ネガティブなものとして「気分転換」としてとらえても正課外学習をともなって能力獲得に
いたる場合もあることがうかがえる。
　「同じ目的を持つ友人を得るため」という進学目的を持つ学生は正課外学習（「読書会や勉強会
に参加する」、「セミナーやシンポジウムに参加する」）をともなって能力（「教科の専門知識」、「授
業を展開していく技術」）を獲得している。また、その進学目的を持たない学生も正課外学習（「専
門書を読む」、「セミナーやシンポジウムに参加する」）をともなって能力（「教科の専門知識」、「授
業を展開していく技術（発問、机間巡視など）」）を獲得している。このことから、教職大学院を
修了して教員採用試験等を経て教員として就職するという同じ目的を持つ仲間を持つことで意欲
が高まり正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合もある一方で、仲間を持ちたいと思って
いなくても正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合もあることがうかがえる。
　「指導を受けたい教員がいたから」という進学目的を持つ学生は正課外学習（「読書会や勉強会
に参加する」）をともなって能力（「授業を展開していく技術（発問、机間巡視など）」）を獲得し
ている。また、その進学目的を持たない学生も正課外学習（「セミナーやシンポジウムに参加する」）
をともなって能力（「教科の専門知識」、「授業を転科していく技術（発問、机間巡視など）」）を獲
得している。このことから、教職大学院への進学にあたって事前の下調べをよくおこなったり指導
を希望する教員とのなんらかの接触をおこなったりして何を学びたいかが明確な学生が正課外学
習をともなって能力獲得にいたる場合もある一方で、教職大学院に関しての下調べなどが明確で
なくても入学後に正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合もあることがうかがえる。
　「より高い役職に就くため」という進学目的を持つ学生は正課外学習（「読書会や勉強会に参加
する」）をともなって能力（「教科の専門知識」）を獲得している。また、その進学目的を持たな
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表21：学部新卒者における進学目的、正課外学習、能力獲得の関連
教科知識 授業展開 教員統率 社会問題
もう少し学生のままでいた
かった
肯定
専門書読書
＊
否定 †
肯定
読書会・勉強会
† † ＊
否定 †
肯定
セミナー・シンポジウム
否定 ＊ ＊
なんとなく自分の現状を変
えたかった
肯定
専門書読書
否定 ＊ ＊ ＊
肯定
読書会・勉強会
†
否定 †
肯定
セミナー・シンポジウム
＊＊
否定 ＊
同じ目的を持つ友人を得る
ため
肯定
専門書読書
†
否定 †
肯定
読書会・勉強会
†
否定 ＊
肯定
セミナー・シンポジウム
否定 ＊
指導を受けたい教員がいた
から
肯定
専門書読書
否定
肯定
読書会・勉強会
＊
否定
肯定
セミナー・シンポジウム
否定 † †
より高い役職に就くため
肯定
専門書読書
否定 †
肯定
読書会・勉強会
＊
否定
肯定
セミナー・シンポジウム
＊
否定
＊ p ＜ .05, ＊＊ p ＜ .01, † p ＜ .１　
早稲田教育評論　第 28 巻第１号
い学生も正課外学習（「専門書を読む」、「セミナーやシンポジウムに参加する」）をともなって能
力（「教科の専門知識」、「授業展開の技術（発問、机間巡視など）」、「社会全体が直面する様々
な問題の理解」）を獲得している。このことから、教職大学院を修了して将来的により高い役職
を目指したい学生が正課外の学習をともなって能力獲得にいたる場合もある一方で、大学院修了
後のキャリアを志向していなくとも正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合もあることが
うかがえる。
195教職大学院で何を獲得するのか？　全国教職大学院学生意識調査にみる学生の進学目的と正課外学習の多寡、能力獲得の関連
　次に、表22より、現職教員において、「現場で感じるストレスから解放されたかった」という
進学目的を持つ学生は正課外学習（「読書会や勉強会に参加する」、「セミナーやシンポジウムに
参加する」）をともなって能力（「社会全体が直面する様々な問題の理解」）を獲得している。また、
その進学目的を持たない学生も正課外学習（「専門書を読む」、「読書会や勉強会に参加する」）を
ともなって能力（「教科の専門知識」）を獲得している。このことから、大学院での学生生活を通
じて学校現場での多忙な日常を一時的に離れて正課外学習をともなって能力獲得にいたる場合が
ある一方で、学校現場での状況にかかわりなく向学心と正課外学習をともなって能力獲得にいた
る場合もあることがうかがえる。
　「なんとなく自分の現状を変えたかった」という進学目的を持つ学生は正課外学習（「セミナー
やシンポジウムに参加する」）をともなって能力（「社会全体が直面する様々な問題の理解」）を
獲得している。また、その進学目的を持たない学生では正課外学習をともなって能力を獲得して
いない。このことから、現職教員にとって自分の現状を変えたいという意識はポジティブな意欲
として正課外学習をともなって能力獲得にいたることがうかがえる。
　「同じ目的を持つ友人を得るため」という進学目的を持つ学生は本稿で選択した正課外学習３
種をともなって能力（「教科の専門知識」、「教員組織を統率する方法」、「社会全体が直面する様々
な問題の理解」）を獲得している。また、その進学目的を持たない学生も正課外学習（「読書会や
勉強会に参加する」）をともなって能力（「教員組織を統率する方法」）を獲得している。このこ
とから、現職教員では大学院での新たなコネクションを意識しながら正課外学習をおこなうこと
で能力を獲得する場合がある一方、コネクションへの意識に左右されずに能力を獲得する場合も
あることがうかがえる。
　「指導を受けたい教員がいる」という進学目的を持つ学生は本稿で選択した正課外学習（「読書
会や勉強会に参加する」、「セミナーやシンポジウムに参加する」）をともなって能力（「教員組織
を統率する方法」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」）を獲得している。また、その進学
目的を持たない学生では正課外学習をともなって能力を獲得していない。このことから、学部新
卒者と同様教職大学院に入学するにあたって指導を希望する教員となんらかの接触を持つなど事
前の下調べをよくおこない、何を学びたいか明確にしていることでより能力を獲得することがう
かがえる。
　「より高い役職に就くため」という進学目的を持つ学生は正課外学習をともなって能力を獲得
していない。また、その進学目的を持たない学生では正課外学習（「読書会や勉強会に参加する」、
「セミナーやシンポジウムに参加する」）をともなって能力（「教員組織を統率する方法」、「社会
全体が直面する様々な問題の理解」）を獲得している。このことから、キャリアを志向すること
が学習行動をうながし能力獲得にいたることはないことがうかがえる。
　進学目的、正課外学習の多寡と能力獲得の関連を学部新卒者と現職教員に分けて分析をおこな
うと、学部新卒者では「教科の専門知識」、「授業を展開していく技術（発問、机間巡視など）」
などの授業力の獲得が「教員組織を統率する方法」と「社会全体が直面する様々な問題の理解」
などの学校経営力や汎用的技能より多くの組み合わせで関連し、現職教員では「教員組織を統率
する方法」、「社会全体が直面する様々な問題の理解」などの学校経営力や汎用的技能などの獲得
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表22：現職教員における進学目的、正課外学習、能力獲得の関連
教科知識 授業展開 教員統率 社会問題
現場で感じるストレスから
解放されたかった
肯定
専門書読書
否定
肯定
読書会・勉強会
＊
否定 ＊
肯定
セミナー・シンポジウム
否定 ＊
なんとなく自分の現状を変
えたかった
肯定
専門書読書
否定
肯定
読書会・勉強会
否定
肯定
セミナー・シンポジウム
＊＊
否定
同じ目的を持つ友人を得る
ため
肯定
専門書読書
† ＊＊＊
否定
肯定
読書会・勉強会
＊＊
否定 ＊ †
肯定
セミナー・シンポジウム
＊
否定
指導を受けたい教員がいた
から
肯定
専門書読書
否定
肯定
読書会・勉強会
＊ ＊
否定
肯定
セミナー・シンポジウム
＊＊
否定
より高い役職に就くため
肯定
専門書読書
否定
肯定
読書会・勉強会
否定 †
肯定
セミナー・シンポジウム
否定 ＊＊
p ＜ .05, ＊＊ p ＜ .01, ＊＊＊ p ＜ .001 † p ＜ .１　
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が「教科の専門知識」、「授業を展開していく技術（発問、机間巡視など）」などの授業力より多
くの組み合わせで関連していた。このことから、学部新卒者にとって親和的な能力として授業力
があり、進学目的の有無が正課外学習をともなってより能力獲得の度合いを高めている。また、
現職教員にとって親和的な能力として学校経営力や汎用的技能があり、進学目的の有無が正課外
学習をともなって能力獲得の度合いを高めている。実務経験のない学部新卒者は、教員として授
業で用いる能力の向上に意識が向き、一方で現職教員は、より教育や学校を巨視的に見ており、
教職大学院に通い「学び直し」をすることで汎用的技能をはじめとする包括的な能力に意識が向
いていると考えられる。
197教職大学院で何を獲得するのか？　全国教職大学院学生意識調査にみる学生の進学目的と正課外学習の多寡、能力獲得の関連
５．結論と本稿の課題
　本稿は、全国教職大学院学生意識調査のデータを用いて、教職大学院の学生を学部新卒者と現
職教員に分けて能力獲得について分析した。図１で示した分析枠組みに従って、はじめに、図中
①の進学目的と能力獲得の関連をみると、クロス集計とχ２検定の結果から、学部新卒者ではと
りわけ「指導を受けたい教員がいたから」という進学に対する積極性が能力獲得に関連していた。
また、「より高い役職に就くため」という大学院修了後を見据えた計画的な態度も能力獲得に関
連していた。現職教員でも同様に、事前の下調べをおこなって入学し、修了後のキャリアアップ
を視野に入れていることが能力獲得に関連していた。学部新卒者、現職教員の別を問わず積極的
な進学目的と大学院修了後を見据えた計画的な態度が能力獲得に関連することがうかがえる。
　次に、図中②の進学目的と正課外学習の関連をみると、学部新卒者では「指導を受けたい教員
がいたから」、という進学に対する積極性、「より高い役職に就くため」という大学院修了後を見
据えた計画的な態度が正課外学習の多寡に関連していた。現職教員では学部新卒者と異なり進学
目的が正課外学習の多寡にあまり関連していなかった。
　次に、図中③の正課外学習と能力獲得の関連をみると、学部新卒者では正課外学習の多寡が本
稿で選択した能力の獲得に多くの組み合わせで関連していた。現職教員では正課外学習が能力獲
得に関連する組み合わせは学部新卒者より少なかった。
　最後に、図中④の進学目的、正課外学習の多寡、能力獲得の関連をみると、学部新卒者では積極
的な進学目的を持つことで正課外学習をともなって能力を獲得していたが、同時に、進学目的の有
無にかかわらず正課外学習をともなうことで能力を獲得する組み合わせもみられた。現職教員にお
いても同様に積極的な進学目的を持ち正課外学習をともなって能力を獲得する組み合わせと、進学
目的の有無にかかわらず正課外学習をともなうことで能力を獲得する組み合わせもみられた。
　本稿を通じ、進学目的、正課外学習の多寡、能力獲得の３者の関連を分析し、クロス集計と
χ２検定によって各変数間の関連の有無について調べた。分析の結果、とりわけ学部新卒者にお
いて積極的な進学目的と能力獲得、進学目的と正課外学習、正課外学習と能力獲得の関連がみら
れた。また、進学目的の有無にかかわらず正課外学習をおこなうことで能力獲得にいたる場合が
あった。
　しかし、本稿における分析には多くの課題も残る。本稿で使用したデータには量的にわずか
だったものの学部新卒者のなかに社会人経験者が含まれていたが、本稿の分析では彼らが教職大
学院においてどのような役割を持つ存在であるかについて扱っておらず、彼らが初職として教員
を目指す学部新卒者あるいは現職教員とどのような違いを持っているかについて分析していな
い。また、学生の学年も分析上考慮に加えられておらず、教育を受けた結果どのように能力ばか
りでなく考え方が変わっていったかも分析されていない。さらに、進学目的、正課外学習の多寡
のどちらの要因が教育成果としての能力獲得をより強く規定しているかについても明らかにされ
ていない。本稿の知見をふまえ、能力獲得を規定する要因をより多角的に分析することが必要と
なり、別稿を通じてそうした分析を進めることを今後の研究の課題としたい。
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【付　記】
　本論文は、早稲田大学教育総合研究所一般研究部会（B －10）「教職大学院の「専門性」に関
する研究：学生調査からとらえるその多面性の考察（代表：吉田文）」（2012－2013年）の研究成
果の一部である。
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